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大
暑
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

先
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
も
自
民
党
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
４
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
執

行
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
統
一
地
方
選
と
参
院
選
が
同
じ
年
に
執
行
さ
れ

る
１２
年
に
一
度
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
亥
年
選
挙
と
呼
ば
れ
る
年
の
参

院
選
は
、
こ
れ
ま
で
自
民
党
に
と
っ
て
逆
風
と
な
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
富
山
選
挙
区
に
お
い
て
は
現
職
の
堂
故
茂
候
補
が
全
国
４

位
の
得
票
率
で
再
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
先
般
、
私
も
三
期
目
の
任
期
が
ス
タ
ー
ト
し
、
最
初
の
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
予
算
特
別
委
員
会
に
て
質
問
に
立
つ
一
方
、
副
委
員

長
の
大
役
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
予
算
特
別
委
員
会
の
委
員
長
、

副
委
員
長
は
定
例
会
毎
に
交
代
し
ま
す
が
、
今
後
２
年
間
務
め
る
経
営
企
画

常
任
委
員
会
の
委
員
長
職
と
と
も
に
、
進
行
役
の
緊
張
感
を
痛
感
し
た
定
例

会
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
や
常
任
委
員
会
は
、
本
会
議
と
異
な
り
一
問
一
答
の
質

疑
と
な
る
た
め
、
議
論
の
行
方
に
注
視
し
、
采
配
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
議
論
が
よ
り
深
ま
っ
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
夏
も
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
皆
様
、
体
調
な
ど
崩
し
ま
せ
ん
よ
う
十

分
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

４
月
の
統
一
地
方
選
（
県
議
選
）
を
受
け
て
、
令
和
元
年

度
の
６
月
定
例
会
か
ら
、
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
２
つ
あ

り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
会
派
の
構
成
。
本
会
議
に
お
け
る
代
表
質
問
の

権
利
は
、
４
人
以
上
の
会
派
に
対
し
て
与
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
代
表
質
問
権
の
あ
る
会
派
が
自
民
党
会
派
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
自
民
党
の
ほ
か
、
社
民
党
が

代
表
質
問
の
要
件
を
満
た
す
会
派
で
し
た
が
、
改
選
を
受
け

て
の
会
派
の
人
数
は
、
自
民
党
３２
人
、
社
民
党
３
人
、
共
産

党
会
派
２
人
、
公
明
党
１
人
、
至
誠
（
自
民
党
公
認
候
補
の

ひ
と
り
会
派
）
１
人
、
無
所
属
の
会
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
全
議
席
の
８
割
を
自
民
党
会
派
が
占
め
る
都
道
府

県
議
会
は
他
に
な
く
、
自
民
党
組
織
率
が
全
国
１
位
の
議
会

と
な
り
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
は
質
問
時
間
の
配
分
。
県
議
会
で
は
、
本
会

議
お
よ
び
予
算
特
別
委
員
会
は
、
会
派
の
人
数
に
よ
っ
て
質

問
時
間
を
振
り
分
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
選
を
受
け
て
、
自
民
党
が
議
席
を
伸
ば
す
結
果

と
な
っ
た
た
め
、
質
問
時
間
の
配
分
を
見
直
し
た
と
こ
ろ
、

本
会
議
の
時
間
枠
も
含
め
て
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
県
議
会

の
本
会
議
は
、
質
問
者
の
発
言
時
間
が
２０
分
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
答
弁
が
加
わ
る
と
、
ひ
と
り
当
た
り
概
ね

１
時
間
の
持
ち
時
間
。
１
日
当
た
り
５
人
が
質
問
に
立
つ
形

で
し
た
が
、
今
回
の
６
月
定
例
会
か
ら
、
１
日
当
た
り
の
質

問
者
は
６
人
へ
と
増
員
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
の
日
数
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
会
議
で
の
質
問
そ
の
も
の
が
拡

大
さ
れ
た
形
に
な
り
ま
す
。
（
念
の
た
め
付
け
加
え
る
と
、

自
民
党
が
圧
倒
的
多
数
の
富
山
県
議
会
で
は
、
ひ
と
り
当
た

り
の
質
問
時
間
は
少
数
会
派
が
優
遇
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て

あ
り
ま
す
。
）

定
例
会
毎
の
本
会
議
が
拡
大
し
、
様
々
な
角
度
か
ら
議
論

す
る
時
間
が
増
え
た
こ
と
自
体
は
歓
迎
し
ま
す
が
、
議
場
の

椅
子
に
座
り
っ
ぱ
な
し
の
時
間
が
長
く
な
っ
た
の
は
、
腰
痛

の
観
点
か
ら
は
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
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連 絡 先

076（431）5244 ＦＡＸ076（441）8421

友達リクエストの際にはメッセージを一緒に送って頂くようお願いします。
本人アカウント　奥野詠子（@Eiko_Okuno）　後援会アカウント　奥野詠子県議　後援会　詠桜会（@eiokai）

Facebook
ホームページ http://www.okunoeiko.jp/
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ぜひご覧ください。

htpp://www.pref.toyama.jp/sections/0100/

２月議会一般質問の詳しい様子は、富山県議会のホ
ームページでご覧いただけます。

ケーブルテレビ、インターネットで視聴いただけます。

９月議会では、９月26日（木）10：00～
予算特別委員会にて質問いたします。

Ｑ．
社
会
的
養
育
推
進
計
画
は
、
社
会
的
養
育

を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
構
築
を
含
め
、

社
会
的
養
育
の
将
来
像
を
示
す
も
の
に
な

る
と
考
え
る
が
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
計
画
策
定
を
進
め
て

い
く
の
か
、
所
見
を
問
う
。

平
成
２８
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
で
は
、
子
ど
も

の
家
庭
養
育
を
優
先
す
る
こ
と
が
原
則
と
し
て
明

記
さ
れ
た
た
め
、
県
と
し
て
は
、
新
た
な
社
会
的

養
育
推
進
計
画
に
お
い
て
、
家
庭
と
同
様
の
養
育

環
境
で
あ
る
里
親
等
へ
の
委
託
の
推
進
や
、
家
庭

的
な
環
境
で
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た
質
の
高
い
養

育
を
進
め
る
た
め
の
児
童
養
護
施
設
等
の
小
規
模
化
、

多
機
能
化
・
機
能
転
換
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
児
童

相
談
所
等
の
体
制
及
び
専
門
性
の
強
化
、
な
ど
に

つ
い
て
盛
り
込
み
、
で
き
る
だ
け
数
値
目
標
を
掲

げ
て
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

８
月
頃
に
開
催
す
る
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や
対
応
案
な
ど
に
つ
い
て
有
識

者
か
ら
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、
当
事
者
で
あ
る

社
会
的
養
育
経
験
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
も
検
討
し
て
お
り
、
本
県
の
実
情
に

沿
っ
た
社
会
的
養
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
、
今
年
度
末
を
目
途
に
計
画
を
策
定
し
た
い
。

Ａ．
知
事

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
的
養
育

の
対
象
と
な
る
当
事
者
の
参
画
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
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令
和
元
年
6
月
25
日
　

予
算
特
別
委
員
会（
一
部
抜
粋
）

令
和
元
年
６
月
25
日
　

予
算
特
別
委
員
会（
一
部
抜
粋
）

児
童
虐
待
及
び
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

Ｑ．
全
国
の
児
童
相
談
所
に
お
け
る
相
談
対
応
件
数
は
年
々
増
加
し
、
こ
の

10
年
で
３
倍
に
上
る
。
ま
た
、
心
理
的
虐
待
件
数
の
増
加
傾
向
が
伺
え

る
が
、
本
県
の
虐
待
相
談
対
応
件
数
の
推
移
と
傾
向
に
つ
い
て
、
問
う
。

Ｑ．
今
回
の
児
童
虐
待
防
止
関
連
法
の
改
正
に
よ
り
、
児
童
相
談
所
に
お
け

る
介
入
機
能
と
支
援
機
能
の
分
離
が
明
文
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
体
制
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
本
県
で
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、
問
う
。

Ｑ．
児
童
精
神
科
医
は
全
国
的
に
不
足
し
て
お
り
、
確
保
策
で
は
な
く
、
医

師
に
対
し
て
の
研
修
等
、
児
童
精
神
科
医
の
育
成
施
策
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
県
で
は
今
後
ど
の
よ
う
に
児
童
精
神
科
医
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
、
所
見
を
問
う
。

Ｑ．
児
童
虐
待
と
関
係
が
深
い
と
指
摘
さ
れ
る
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
、
男
性
被
害

者
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
県
の
状
況
は
ど
う
か
、
問
う
。

Ｑ．
社
会
の
変
化
や
男
性
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
増
加
、
ま
た

子
ど
も
の
利
益
を
最
優
先
に
す
る
観
点
に
立
つ
と
、

女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
と
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
例
え
ば
、
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
と
配
偶
者
暴

力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
分
離
し
、
老
朽
化
が
進
む

児
童
相
談
所
の
建
替
え
と
合
わ
せ
て
機
能
統
合
す
る

な
ど
、
被
害
者
が
性
別
を
問
わ
ず
、
利
用
し
や
す
い

体
制
を
整
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

面
前
Ｄ
Ｖ
‥
目
の
前
で
Ｄ
Ｖ
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
目
撃
す
る
こ
と
。

子
ど
も
に
対
す
る
直
接
的
な
暴
行
が
な
く
と
も
、
両
親
等
の
間
で
行
わ

れ
る
Ｄ
Ｖ
を
子
ど
も
が
目
撃
し
た
場
合
は
、
面
前
Ｄ
Ｖ
と
な
り
、
心
理
的

虐
待
に
当
た
る
と
さ
れ
る
。

警
察
庁
の
公
表
し
て
い
る
男
性
被
害
者
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
相
談
等
件
数
は
、

平
成
29
年
で
は
１
万
２，
４
４
０
件
と
、
全
体
の
17．
２
％
に
あ
た
り
、
平

成
25
年
か
ら
の
５
年
間
で
４
倍
に
急
増
し
て
い
る
。

Ｐ
I
C
K 

U
P
　

Ｐ
I
C
K 

U
P
　

国
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
一
時
保
護
等
の
介
入
機
能
と
、
措
置
決
定
後

の
保
護
者
等
へ
の
支
援
機
能
を
同
一
機
関
が
行
う
こ
と
で
、
保
護
者
等
と

の
関
係
を
考
慮
す
る
あ
ま
り
、
必
要
な
保
護
を
躊
躇
す
る
、
ま
た
、
親
の

意
向
に
反
す
る
一
時
保
護
を
行
っ
た
結
果
、
信
頼
関
係
が
築
け
ず
、
そ
の

後
の
支
援
が
進
ま
な
い
、
と
い
っ
た
問
題
が
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
指
摘
を
受
け
、
今
般
の
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
で
は
、

一
時
保
護
等
と
行
っ
た
児
童
福
祉
司
以
外
の
も
の
に
保
護
者
へ
の
指
導
を

行
わ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
令
和
２
年
４
月
１
日
施
行
。
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県
内
の
児
童
精
神
科
医
か
ら
は
、
２
〜
３
年
に
１
人
程
度
の
育
成
確
保

が
必
要
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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Ｑ．
児
童
心
理
治
療
施
設
に
つ
い
て
、
本
県
で
も
設
置
す
べ
き
で
あ
り
、
今

年
度
末
ま
で
に
策
定
さ
れ
る
社
会
的
養
育
推
進
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き

と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

児
童
心
理
治
療
施
設
‥
い
じ
め
、
虐
待
、
発
達
障
が
い
等
、
様
々
な
原

因
に
よ
り
、
心
理
的
精
神
的
問
題
を
抱
え
、
日
常
生
活
の
多
岐
に
わ
た
り

支
障
を
き
た
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
、
通
所
も
し
く
は
入
所
に
て
治
療
・

支
援
を
行
う
施
設
。
医
師
や
看
護
師
等
、
様
々
な
専
門
職
の
配
置
基
準
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。

国
は
各
都
道
府
県
に
最
低
１
か
所
の
設
置
を
求
め
て
お
り
、
現
在
36
道

府
県
で
合
計
51
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
本
県
に
は
設
置
さ
れ
て
い

な
い
。
本
州
の
日
本
海
側
で
は
４
か
所
と
特
に
少
な
い
。

県
内
の
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童
養
護
施
設

が
十
分
で
な
い
人
員
配
置
の
中
、
独
自
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
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本
県
で
は
、
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
内
に
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
は
女
性
し
か
出
入
り
で
き

な
い
た
め
、
男
性
Ｄ
Ｖ
被
害
者
は
県
の
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
子
ど
も
を
連
れ
て
一
時
避
難
を
す
る
際
、
中
学
生

以
上
の
男
児
は
セ
ン
タ
ー
内
に
出
入
り
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
母
親
は
女

性
相
談
セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
は
児
童
相
談
所
と
別
々
に
保
護
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
現
児
童
相
談
所
は
、
富
山
・
高
岡
と
も
に
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
職
員
の
増
加
か
ら
手
狭
に
な
っ
て
い
る
上
、
一
時
保
護
ス
ペ
ー
ス

は
男
児
、
女
児
の
ス
ペ
ー
ス
が
区
別
さ
れ
て
い
な
い
問
題
が
あ
る
。

Ｐ
I
C
K 

U
P
　

児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
２０
年
度
は
２
９
８
件
、
平
成

２９
年
度
は
７
９
４
件
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
１０
年
間
で
２．７
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

相
談
種
別
で
は
、
心
理
的
虐
待
が
増
加
し
て
お
り
、
面
前
Ｄ
Ｖ
を
含
む
心
理

的
虐
待
に
関
す
る
警
察
か
ら
の
通
告
の
増
加
が
要
因
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
相
談
へ
の
対
応
と
し
て
、
施
設
入
所
等
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
比
較

的
重
い
案
件
は
、
平
成
２０
年
度
の
２９
件
か
ら
平
成
２９
年
度
は
２６
件
と
ほ
ぼ
横
ば

い
の
状
況
に
あ
る
が
、
「
訓
戒
・
誓
約
」
や
「
助
言
指
導
」
と
い
っ
た
比
較
的

軽
度
の
案
件
は
増
え
て
お
り
、
児
童
虐
待
通
告
に
お
け
る
県
民
の
意
識
高
ま
り

が
背
景
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ａ．
厚
生
部
長

介
入
業
務
と
支
援
業
務
の
機
能
分
化
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
役
割
分
担
や
人

員
配
置
の
在
り
方
、
業
務
の
引
継
ぎ
方
、
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
課
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
に
お
い
て
、
適
切
な
業
務
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
の
指
針
を
示
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
既
に
機
能
分
離
し
て
い
る
他
県
の

状
況
等
も
研
究
し
、
法
改
正
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
き
た
い
。

Ａ．
厚
生
部
長

子
ど
も
の
精
神
疾
患
、
発
達
障
が
い
、
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
心
の
諸
問
題
は

増
加
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
診
療
を
担
う
児
童
精
神
科
医
な
ど
の
確
保
・
養
成

が
重
要
で
あ
る
。

平
成
３０
年
に
始
ま
っ
た
新
専
門
医
制
度
と
し
て
、
精
神
科
医
又
は
小
児
科
医

の
う
ち
、
よ
り
細
分
化
さ
れ
た
専
門
分
野
の
医
師
で
あ
る
「
子
ど
も
の
こ
こ
ろ

専
門
医
」
が
創
設
さ
れ
、
令
和
３
年
度
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
と
伺
っ
て

い
る
。

県
と
し
て
は
、
引
き
続
き
児
童
精
神
科
医
の
養
成
を
国
に
要
望
す
る
と
と
も

に
、
「
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
専
門
医
」
に
関
す
る
情
報
の
発
信
な
ど
、
児
童
精
神

科
医
の
育
成
・
確
保
に
努
め
た
い
。

さ
ら
に
、
発
達
障
が
い
児
へ
の
対
応
と
し
て
、
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
発
達
障
が
い
に
関
す
る
研
修
を
受
講
す
る
県
内
医
師
の
支

援
や
、
県
医
師
会
と
連
携
し
、
か
か
り
つ
け
の
小
児
科
医
等
に
対
す
る
対
応
力

向
上
研
修
を
行
う
な
ど
、
引
き
続
き
、
地
域
に
お
け
る
支
援
体
制
の
整
備
に
も

努
め
て
い
き
た
い
。

Ａ．
厚
生
部
長

平
成
３０
年
中
の
県
警
察
に
お
け
る
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
事
案
等
の
相
談
等

受
理
件
数
は
４
３
４
件
で
あ
り
、
平
成
２５
年
の
４
１
６
件
以
降
、
ほ
ぼ
横
ば
い

状
態
で
推
移
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
男
性
が
被
害
者
と
な
る
事
案
の
相
談
等
受
理
件
数
は
、
平
成
３０

年
は
９３
件
で
全
体
の
約
２１．
４
％
で
あ
り
、
平
成
２５
年
の
３０
件
、
約
７．２
％
と
比

較
す
る
と
、
件
数
・
割
合
と
も
に
、
約
３
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

Ａ．
警
察
本
部
長

児
童
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
の
複
合
案
件
の
よ
う
な
場
合
で
は
、
子
ど
も
同
伴
の
Ｄ
Ｖ

被
害
者
の
一
時
保
護
へ
の
対
応
は
、
子
ど
も
と
一
緒
に
一
時
保
護
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
の
性
別
や
年
齢
に
よ
り
一
緒
に
一
時

保
護
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
が
、

よ
り
適
切
か
他
県
の
事
例
等
も
調
査
し
、
よ
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
児
童
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
が
重
複
し
た
痛
ま
し
い
案
件
も
全
国
的
に
は
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
児
童
相
談
所
と
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
連

携
の
一
層
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

児
童
相
談
所
と
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
両
機
関
の
機
能
統
合
・
併

設
の
委
員
の
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、
児
童
相
談
所
の
老
朽
化
、
職
員
の
増
員
に

よ
り
建
物
が
手
狭
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
８
月

頃
に
開
催
す
る
児
童
虐
待
に
関
す
る
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
児
童
相
談
所
の

体
制
強
化
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

Ａ．
知
事

児
童
心
理
治
療
施
設
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
と
り
わ

け
全
国
的
に
不
足
し
て
い
る
虐
待
や
家
族
問
題
に
理
解
の

深
い
児
童
精
神
科
医
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
児
童

養
護
施
設
等
と
の
連
携
や
役
割
分
担
に
つ
い
て
の
整
理
が

必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

近
県
の
状
況
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
課
題
も
踏
ま
え
、
８
月
頃
に
開
催
す
る
児
童

虐
待
に
関
す
る
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
社
会
的
養
育
推

進
計
画
案
に
つ
い
て
も
意
見
を
伺
い
、
そ
の
中
で
、
心
理

的
・
精
神
的
な
問
題
を
抱
え
日
常
生
活
の
多
岐
に
わ
た
り

支
障
を
き
た
す
子
ど
も
へ
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ａ．
知
事
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令
和
元
年
6
月
25
日
　

予
算
特
別
委
員
会（
一
部
抜
粋
）

令
和
元
年
６
月
25
日
　

予
算
特
別
委
員
会（
一
部
抜
粋
）

児
童
虐
待
及
び
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

Ｑ．
全
国
の
児
童
相
談
所
に
お
け
る
相
談
対
応
件
数
は
年
々
増
加
し
、
こ
の

10
年
で
３
倍
に
上
る
。
ま
た
、
心
理
的
虐
待
件
数
の
増
加
傾
向
が
伺
え

る
が
、
本
県
の
虐
待
相
談
対
応
件
数
の
推
移
と
傾
向
に
つ
い
て
、
問
う
。

Ｑ．
今
回
の
児
童
虐
待
防
止
関
連
法
の
改
正
に
よ
り
、
児
童
相
談
所
に
お
け

る
介
入
機
能
と
支
援
機
能
の
分
離
が
明
文
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
体
制
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
本
県
で
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、
問
う
。

Ｑ．
児
童
精
神
科
医
は
全
国
的
に
不
足
し
て
お
り
、
確
保
策
で
は
な
く
、
医

師
に
対
し
て
の
研
修
等
、
児
童
精
神
科
医
の
育
成
施
策
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
県
で
は
今
後
ど
の
よ
う
に
児
童
精
神
科
医
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
、
所
見
を
問
う
。

Ｑ．
児
童
虐
待
と
関
係
が
深
い
と
指
摘
さ
れ
る
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
、
男
性
被
害

者
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
県
の
状
況
は
ど
う
か
、
問
う
。

Ｑ．
社
会
の
変
化
や
男
性
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
増
加
、
ま
た

子
ど
も
の
利
益
を
最
優
先
に
す
る
観
点
に
立
つ
と
、

女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
と
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
例
え
ば
、
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
と
配
偶
者
暴

力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
分
離
し
、
老
朽
化
が
進
む

児
童
相
談
所
の
建
替
え
と
合
わ
せ
て
機
能
統
合
す
る

な
ど
、
被
害
者
が
性
別
を
問
わ
ず
、
利
用
し
や
す
い

体
制
を
整
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

面
前
Ｄ
Ｖ
‥
目
の
前
で
Ｄ
Ｖ
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
目
撃
す
る
こ
と
。

子
ど
も
に
対
す
る
直
接
的
な
暴
行
が
な
く
と
も
、
両
親
等
の
間
で
行
わ

れ
る
Ｄ
Ｖ
を
子
ど
も
が
目
撃
し
た
場
合
は
、
面
前
Ｄ
Ｖ
と
な
り
、
心
理
的

虐
待
に
当
た
る
と
さ
れ
る
。

警
察
庁
の
公
表
し
て
い
る
男
性
被
害
者
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
相
談
等
件
数
は
、

平
成
29
年
で
は
１
万
２，
４
４
０
件
と
、
全
体
の
17．
２
％
に
あ
た
り
、
平

成
25
年
か
ら
の
５
年
間
で
４
倍
に
急
増
し
て
い
る
。

Ｐ
I
C
K 

U
P
　

Ｐ
I
C
K 

U
P
　

国
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
一
時
保
護
等
の
介
入
機
能
と
、
措
置
決
定
後

の
保
護
者
等
へ
の
支
援
機
能
を
同
一
機
関
が
行
う
こ
と
で
、
保
護
者
等
と

の
関
係
を
考
慮
す
る
あ
ま
り
、
必
要
な
保
護
を
躊
躇
す
る
、
ま
た
、
親
の

意
向
に
反
す
る
一
時
保
護
を
行
っ
た
結
果
、
信
頼
関
係
が
築
け
ず
、
そ
の

後
の
支
援
が
進
ま
な
い
、
と
い
っ
た
問
題
が
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
指
摘
を
受
け
、
今
般
の
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
で
は
、

一
時
保
護
等
と
行
っ
た
児
童
福
祉
司
以
外
の
も
の
に
保
護
者
へ
の
指
導
を

行
わ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
令
和
２
年
４
月
１
日
施
行
。

Ｐ
I
C
K 
U
P
　

県
内
の
児
童
精
神
科
医
か
ら
は
、
２
〜
３
年
に
１
人
程
度
の
育
成
確
保

が
必
要
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
I
C
K 
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Ｑ．
児
童
心
理
治
療
施
設
に
つ
い
て
、
本
県
で
も
設
置
す
べ
き
で
あ
り
、
今

年
度
末
ま
で
に
策
定
さ
れ
る
社
会
的
養
育
推
進
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き

と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

児
童
心
理
治
療
施
設
‥
い
じ
め
、
虐
待
、
発
達
障
が
い
等
、
様
々
な
原

因
に
よ
り
、
心
理
的
精
神
的
問
題
を
抱
え
、
日
常
生
活
の
多
岐
に
わ
た
り

支
障
を
き
た
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
、
通
所
も
し
く
は
入
所
に
て
治
療
・

支
援
を
行
う
施
設
。
医
師
や
看
護
師
等
、
様
々
な
専
門
職
の
配
置
基
準
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。

国
は
各
都
道
府
県
に
最
低
１
か
所
の
設
置
を
求
め
て
お
り
、
現
在
36
道

府
県
で
合
計
51
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
本
県
に
は
設
置
さ
れ
て
い

な
い
。
本
州
の
日
本
海
側
で
は
４
か
所
と
特
に
少
な
い
。

県
内
の
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童
養
護
施
設

が
十
分
で
な
い
人
員
配
置
の
中
、
独
自
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。

Ｐ
I
C
K 

U
P
　

本
県
で
は
、
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
内
に
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
は
女
性
し
か
出
入
り
で
き

な
い
た
め
、
男
性
Ｄ
Ｖ
被
害
者
は
県
の
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
子
ど
も
を
連
れ
て
一
時
避
難
を
す
る
際
、
中
学
生

以
上
の
男
児
は
セ
ン
タ
ー
内
に
出
入
り
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
母
親
は
女

性
相
談
セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
は
児
童
相
談
所
と
別
々
に
保
護
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
現
児
童
相
談
所
は
、
富
山
・
高
岡
と
も
に
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
職
員
の
増
加
か
ら
手
狭
に
な
っ
て
い
る
上
、
一
時
保
護
ス
ペ
ー
ス

は
男
児
、
女
児
の
ス
ペ
ー
ス
が
区
別
さ
れ
て
い
な
い
問
題
が
あ
る
。

Ｐ
I
C
K 
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児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
２０
年
度
は
２
９
８
件
、
平
成

２９
年
度
は
７
９
４
件
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
１０
年
間
で
２．７
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

相
談
種
別
で
は
、
心
理
的
虐
待
が
増
加
し
て
お
り
、
面
前
Ｄ
Ｖ
を
含
む
心
理

的
虐
待
に
関
す
る
警
察
か
ら
の
通
告
の
増
加
が
要
因
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
相
談
へ
の
対
応
と
し
て
、
施
設
入
所
等
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
比
較

的
重
い
案
件
は
、
平
成
２０
年
度
の
２９
件
か
ら
平
成
２９
年
度
は
２６
件
と
ほ
ぼ
横
ば

い
の
状
況
に
あ
る
が
、
「
訓
戒
・
誓
約
」
や
「
助
言
指
導
」
と
い
っ
た
比
較
的

軽
度
の
案
件
は
増
え
て
お
り
、
児
童
虐
待
通
告
に
お
け
る
県
民
の
意
識
高
ま
り

が
背
景
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ａ．
厚
生
部
長

介
入
業
務
と
支
援
業
務
の
機
能
分
化
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
役
割
分
担
や
人

員
配
置
の
在
り
方
、
業
務
の
引
継
ぎ
方
、
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
課
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
に
お
い
て
、
適
切
な
業
務
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
の
指
針
を
示
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
既
に
機
能
分
離
し
て
い
る
他
県
の

状
況
等
も
研
究
し
、
法
改
正
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
き
た
い
。

Ａ．
厚
生
部
長

子
ど
も
の
精
神
疾
患
、
発
達
障
が
い
、
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
心
の
諸
問
題
は

増
加
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
診
療
を
担
う
児
童
精
神
科
医
な
ど
の
確
保
・
養
成

が
重
要
で
あ
る
。

平
成
３０
年
に
始
ま
っ
た
新
専
門
医
制
度
と
し
て
、
精
神
科
医
又
は
小
児
科
医

の
う
ち
、
よ
り
細
分
化
さ
れ
た
専
門
分
野
の
医
師
で
あ
る
「
子
ど
も
の
こ
こ
ろ

専
門
医
」
が
創
設
さ
れ
、
令
和
３
年
度
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
と
伺
っ
て

い
る
。

県
と
し
て
は
、
引
き
続
き
児
童
精
神
科
医
の
養
成
を
国
に
要
望
す
る
と
と
も

に
、
「
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
専
門
医
」
に
関
す
る
情
報
の
発
信
な
ど
、
児
童
精
神

科
医
の
育
成
・
確
保
に
努
め
た
い
。

さ
ら
に
、
発
達
障
が
い
児
へ
の
対
応
と
し
て
、
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
発
達
障
が
い
に
関
す
る
研
修
を
受
講
す
る
県
内
医
師
の
支

援
や
、
県
医
師
会
と
連
携
し
、
か
か
り
つ
け
の
小
児
科
医
等
に
対
す
る
対
応
力

向
上
研
修
を
行
う
な
ど
、
引
き
続
き
、
地
域
に
お
け
る
支
援
体
制
の
整
備
に
も

努
め
て
い
き
た
い
。

Ａ．
厚
生
部
長

平
成
３０
年
中
の
県
警
察
に
お
け
る
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
事
案
等
の
相
談
等

受
理
件
数
は
４
３
４
件
で
あ
り
、
平
成
２５
年
の
４
１
６
件
以
降
、
ほ
ぼ
横
ば
い

状
態
で
推
移
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
男
性
が
被
害
者
と
な
る
事
案
の
相
談
等
受
理
件
数
は
、
平
成
３０

年
は
９３
件
で
全
体
の
約
２１．
４
％
で
あ
り
、
平
成
２５
年
の
３０
件
、
約
７．２
％
と
比

較
す
る
と
、
件
数
・
割
合
と
も
に
、
約
３
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

Ａ．
警
察
本
部
長

児
童
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
の
複
合
案
件
の
よ
う
な
場
合
で
は
、
子
ど
も
同
伴
の
Ｄ
Ｖ

被
害
者
の
一
時
保
護
へ
の
対
応
は
、
子
ど
も
と
一
緒
に
一
時
保
護
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
の
性
別
や
年
齢
に
よ
り
一
緒
に
一
時

保
護
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
が
、

よ
り
適
切
か
他
県
の
事
例
等
も
調
査
し
、
よ
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
児
童
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
が
重
複
し
た
痛
ま
し
い
案
件
も
全
国
的
に
は
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
児
童
相
談
所
と
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
連

携
の
一
層
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

児
童
相
談
所
と
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
両
機
関
の
機
能
統
合
・
併

設
の
委
員
の
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、
児
童
相
談
所
の
老
朽
化
、
職
員
の
増
員
に

よ
り
建
物
が
手
狭
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
８
月

頃
に
開
催
す
る
児
童
虐
待
に
関
す
る
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
児
童
相
談
所
の

体
制
強
化
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

Ａ．
知
事

児
童
心
理
治
療
施
設
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
と
り
わ

け
全
国
的
に
不
足
し
て
い
る
虐
待
や
家
族
問
題
に
理
解
の

深
い
児
童
精
神
科
医
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
児
童

養
護
施
設
等
と
の
連
携
や
役
割
分
担
に
つ
い
て
の
整
理
が

必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

近
県
の
状
況
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
課
題
も
踏
ま
え
、
８
月
頃
に
開
催
す
る
児
童

虐
待
に
関
す
る
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
社
会
的
養
育
推

進
計
画
案
に
つ
い
て
も
意
見
を
伺
い
、
そ
の
中
で
、
心
理

的
・
精
神
的
な
問
題
を
抱
え
日
常
生
活
の
多
岐
に
わ
た
り

支
障
を
き
た
す
子
ど
も
へ
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ａ．
知
事
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大
暑
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

先
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
も
自
民
党
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
４
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
執

行
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
統
一
地
方
選
と
参
院
選
が
同
じ
年
に
執
行
さ
れ

る
１２
年
に
一
度
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
亥
年
選
挙
と
呼
ば
れ
る
年
の
参

院
選
は
、
こ
れ
ま
で
自
民
党
に
と
っ
て
逆
風
と
な
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
富
山
選
挙
区
に
お
い
て
は
現
職
の
堂
故
茂
候
補
が
全
国
４

位
の
得
票
率
で
再
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
先
般
、
私
も
三
期
目
の
任
期
が
ス
タ
ー
ト
し
、
最
初
の
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
予
算
特
別
委
員
会
に
て
質
問
に
立
つ
一
方
、
副
委
員

長
の
大
役
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
予
算
特
別
委
員
会
の
委
員
長
、

副
委
員
長
は
定
例
会
毎
に
交
代
し
ま
す
が
、
今
後
２
年
間
務
め
る
経
営
企
画

常
任
委
員
会
の
委
員
長
職
と
と
も
に
、
進
行
役
の
緊
張
感
を
痛
感
し
た
定
例

会
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
や
常
任
委
員
会
は
、
本
会
議
と
異
な
り
一
問
一
答
の
質

疑
と
な
る
た
め
、
議
論
の
行
方
に
注
視
し
、
采
配
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
議
論
が
よ
り
深
ま
っ
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
夏
も
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
皆
様
、
体
調
な
ど
崩
し
ま
せ
ん
よ
う
十

分
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

４
月
の
統
一
地
方
選
（
県
議
選
）
を
受
け
て
、
令
和
元
年

度
の
６
月
定
例
会
か
ら
、
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
２
つ
あ

り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
会
派
の
構
成
。
本
会
議
に
お
け
る
代
表
質
問
の

権
利
は
、
４
人
以
上
の
会
派
に
対
し
て
与
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
代
表
質
問
権
の
あ
る
会
派
が
自
民
党
会
派
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
自
民
党
の
ほ
か
、
社
民
党
が

代
表
質
問
の
要
件
を
満
た
す
会
派
で
し
た
が
、
改
選
を
受
け

て
の
会
派
の
人
数
は
、
自
民
党
３２
人
、
社
民
党
３
人
、
共
産

党
会
派
２
人
、
公
明
党
１
人
、
至
誠
（
自
民
党
公
認
候
補
の

ひ
と
り
会
派
）
１
人
、
無
所
属
の
会
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
全
議
席
の
８
割
を
自
民
党
会
派
が
占
め
る
都
道
府

県
議
会
は
他
に
な
く
、
自
民
党
組
織
率
が
全
国
１
位
の
議
会

と
な
り
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
は
質
問
時
間
の
配
分
。
県
議
会
で
は
、
本
会

議
お
よ
び
予
算
特
別
委
員
会
は
、
会
派
の
人
数
に
よ
っ
て
質

問
時
間
を
振
り
分
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
選
を
受
け
て
、
自
民
党
が
議
席
を
伸
ば
す
結
果

と
な
っ
た
た
め
、
質
問
時
間
の
配
分
を
見
直
し
た
と
こ
ろ
、

本
会
議
の
時
間
枠
も
含
め
て
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
県
議
会

の
本
会
議
は
、
質
問
者
の
発
言
時
間
が
２０
分
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
答
弁
が
加
わ
る
と
、
ひ
と
り
当
た
り
概
ね

１
時
間
の
持
ち
時
間
。
１
日
当
た
り
５
人
が
質
問
に
立
つ
形

で
し
た
が
、
今
回
の
６
月
定
例
会
か
ら
、
１
日
当
た
り
の
質

問
者
は
６
人
へ
と
増
員
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
の
日
数
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
会
議
で
の
質
問
そ
の
も
の
が
拡

大
さ
れ
た
形
に
な
り
ま
す
。
（
念
の
た
め
付
け
加
え
る
と
、

自
民
党
が
圧
倒
的
多
数
の
富
山
県
議
会
で
は
、
ひ
と
り
当
た

り
の
質
問
時
間
は
少
数
会
派
が
優
遇
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て

あ
り
ま
す
。
）

定
例
会
毎
の
本
会
議
が
拡
大
し
、
様
々
な
角
度
か
ら
議
論

す
る
時
間
が
増
え
た
こ
と
自
体
は
歓
迎
し
ま
す
が
、
議
場
の

椅
子
に
座
り
っ
ぱ
な
し
の
時
間
が
長
く
な
っ
た
の
は
、
腰
痛

の
観
点
か
ら
は
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
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※正式な議事録ではございません

議 員 事 務 所

E-mail:okuno.eiko@lime.plala.or.jp

〒939－8073　富 山 市 大 町 ２ ８ ２
ＴＥＬ076（420）3530 ＦＡＸ076（420）3536

富山県議会自民党控室
〒930－8501　富 山 市 新 総 曲 輪１－７
ＴＥＬ

連 絡 先

076（431）5244 ＦＡＸ076（441）8421

友達リクエストの際にはメッセージを一緒に送って頂くようお願いします。
本人アカウント　奥野詠子（@Eiko_Okuno）　後援会アカウント　奥野詠子県議　後援会　詠桜会（@eiokai）

Facebook
ホームページ http://www.okunoeiko.jp/

Twitter

ぜひご覧ください。

htpp://www.pref.toyama.jp/sections/0100/

２月議会一般質問の詳しい様子は、富山県議会のホ
ームページでご覧いただけます。

ケーブルテレビ、インターネットで視聴いただけます。

９月議会では、９月26日（木）10：00～
予算特別委員会にて質問いたします。

Ｑ．
社
会
的
養
育
推
進
計
画
は
、
社
会
的
養
育

を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
構
築
を
含
め
、

社
会
的
養
育
の
将
来
像
を
示
す
も
の
に
な

る
と
考
え
る
が
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
計
画
策
定
を
進
め
て

い
く
の
か
、
所
見
を
問
う
。

平
成
２８
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
で
は
、
子
ど
も

の
家
庭
養
育
を
優
先
す
る
こ
と
が
原
則
と
し
て
明

記
さ
れ
た
た
め
、
県
と
し
て
は
、
新
た
な
社
会
的

養
育
推
進
計
画
に
お
い
て
、
家
庭
と
同
様
の
養
育

環
境
で
あ
る
里
親
等
へ
の
委
託
の
推
進
や
、
家
庭

的
な
環
境
で
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た
質
の
高
い
養

育
を
進
め
る
た
め
の
児
童
養
護
施
設
等
の
小
規
模
化
、

多
機
能
化
・
機
能
転
換
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
児
童

相
談
所
等
の
体
制
及
び
専
門
性
の
強
化
、
な
ど
に

つ
い
て
盛
り
込
み
、
で
き
る
だ
け
数
値
目
標
を
掲

げ
て
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

８
月
頃
に
開
催
す
る
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や
対
応
案
な
ど
に
つ
い
て
有
識

者
か
ら
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、
当
事
者
で
あ
る

社
会
的
養
育
経
験
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
も
検
討
し
て
お
り
、
本
県
の
実
情
に

沿
っ
た
社
会
的
養
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
、
今
年
度
末
を
目
途
に
計
画
を
策
定
し
た
い
。

Ａ．
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計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
的
養
育

の
対
象
と
な
る
当
事
者
の
参
画
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
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